
選定基準
大項目

小項目
(Ｂ)

配点
選定時の
評価点

実績報
告書

現地※

指定管理業務全般を通じた団体等の
総合的な運営方針、考え方

〇　団体等の総合的な運営方針として「安全、快適な利用
空間の提供」、「より高い公益性の発揮」、「効率的・効
果的かつ持続可能な管理運営」に基づき、相模原公園の持
つポテンシャルを最大限引き出し、公園の社会インフラと
しての価値を高め、利用者満足度の向上を図るとともに、
公園を含む地域の持続可能な発展に貢献する。

提案された運営方針に基づき施設を運営した。
・来園者へのサービス向上や地域との連携、安全
面の向上を意欲的に行った。

提案のとおり概ね適切に運営されてお
り、今後も継続することが望まれる。

○

公園固有の価値や特性を踏まえた管
理運営方針

〇　公園固有の価値や特性を踏まえた管理運営方針として
「花とみどりの豊かなパークライフ第2章～心に花を咲か
せる～」を掲げ、「心の花壇づくり（県民の「やってみた
い」をサポートする取組を強化し、県民や地域と協働した
公園づくり）」「魅力ある景観づくり」「緑の情報発信」
に取り組む。

提案された運営方針に基づき施設を運営した。
ボランティア団体、児童、地域の企業などが関わ
り、利用促進や健康づくり等に資するイベント、
緑の相談、花植え、維持管理など様々な活動に参
加してもらうことで、協働による公園の運営管理
に取り組んだ。

提案のとおり概ね適切に運営されてお
り、今後も、様々な活動イベントを開催
し、市民協働の公園管理を継続すること
が望まれる。

○

利用者や地域住民、環境等に配慮し
た管理運営方針

○ 利用者や地域住民、環境等に配慮した管理運営方針と
して、「平等な利用の確保」「利用者や地域住民等の声を
反映した公園づくりの推進」「環境に配慮した管理運営」
に取り組む。

提案された運営方針に基づき施設を運営した。
・利用ルールの徹底により、平等な利用を確保す
るとともに、協議会等の意見を公園の運営に反映
させる取組を実施した。

提案のとおり概ね適切に運営されてお
り、今後も利用者や地域住民、環境に配
慮した公園管理を継続することが望まれ
る。

○

業務の一部を委託する場合の考え
方、業務内容等（委託先の選定方
法、県内（地域）企業への委託の考
え方）

○ 公園の特性を熟知した職員により、できるだけ直営
で、きめ細やかな維持管理を行うことを基本とし、法令等
に基づく業務、専門技術・資格等を要する業務等は委託す
ることとし、県内企業への発注を優先する。

植物管理や日常清掃等を中心とし、現地を熟知し
た職員が直営で作業を実施した。また、施設の法
令点検や法定清掃、専門技術を要する管理、修繕
等の業務については、地元または県内企業に委託
して適切に実施した。

提案のとおり概ね適切に運営されてお
り、今後も継続することが望まれる。

○ ○
月例報告
点検業務報告
書等

公園の特性と課題を踏まえた維持管
理の考え方

○ グループの技術力やノウハウを結集し、専門家や地域
団体等の多様なパートナーシップのもと、公園の安全安心
と、花とみどりと水の美しい空間をつくり・守る維持管理
を行う。

概ね事業計画のとおり実施した。
・多様なパートナーシップにより、維持管理の品
質向上に取り組んだ。

提案のとおり概ね適切に運営されてお
り、今後も維持管理の品質向上のため、
専門家等からの知見を取り入れる等、継
続することが望まれる。

○

施設保守点検業務、小破修繕業務等
の実施方針

○ 適切な保守点検作業を行い、安全を確保するととも
に、施設の長寿命化を進める。また、小破修繕や立入禁止
措置等を迅速に実施し、修繕結果は公園管理データベース
システムに履歴として蓄積するなど、メンテナンスサイク
ルによる速やかな維持管理による安全を確保する。

日常点検により発見された不具合、危険箇所等に
ついては、速やかに立入禁止措置を講じた上で、
修繕等を速やかに実施した。

提案のとおり概ね適切に運営されてお
り、今後も継続することが望まれる。

○ ○ 月例報告

清掃業務、受付業務、警備業務等の
実施方針

○ トイレ等の施設の清潔さは、利用者満足度に直結する
ため、こまめに清掃を行うとともに、全職員が気づいたゴ
ミは拾うなど、清潔感の保持に努める。
○ スタッフが常に最新の情報を共有し、みどりや園芸、
その日の花の見どころ情報等、公園に関する情報発信・相
談対応等の幅広いサービスを提供する。
○ 日中は職員による巡回警備を実施し、声掛けや利用指
導等を行い、未然に事故を防ぐ。夜間・年末年始は常駐の
警備員を配置・巡回するとともに、緊急事態発生時には連
絡体制に基づき、速やかに園長または副園長等が急行し、
対応する。事故発生時には職員による応急対応及び関係機
関への迅速な連絡を行う。

概ね事業計画のとおり実施した。
トイレ等の清潔さなど利用者の目につきやすい箇
所に関する苦情はなく、快適な利用環境の保持に
努めた。
職員及び委託警備員による巡回等を確実に実施す
るとともに、事故等への対応、来園者のケガ、体
調不良などの際には、所轄警察署や救急への連絡
などを適切かつ迅速に対応し、県への報告も速や
かに行われていた。

提案のとおり概ね適切に運営されてお
り、今後も継続することが望まれる。 ○ ○ ○ 月例報告

樹林地や草地管理、樹木、芝生、草
花などの植物管理業務等の実施方針

○ 日照条件や花苗・植物の特性の理解が重要な洋風庭園
ゾーン、生態系への配慮が必要な樹林地ゾーン、広大な芝
生広場のある広場ゾーン等、様々な特性を十分に理解し、
サカタのタネの技術を活かした花壇や芝生の管理、巨木化
するメタセコイアへの対応、計画的な樹林地の管理などに
取組、一年中、花とみどりの魅力あふれる公園を目指す。

指定管理者の構成員であるサカタのタネの技術を
活かし、フランス式庭園やグリーンハウス温室な
どにおいて、季節の花々が楽しめるよう工夫をこ
らした。また、近年急速に拡大したナラ枯れに対
して、巡視によって危険木を発見した際には、利
用者に被害が生じないように即時に処置をした上
で、速やかに枝落としや伐採を行うなど、きめ細
かく樹林地の管理を行った。

提案のとおり概ね適切に運営されてお
り、今後も継続することが望まれる。

○ ○ ○ 月例報告

(3)
利用促進の取
組 10 8

公園の特性や利用状況(繁忙期・閑
散期等)、新しい生活様式などの社
会状況に応じて、多くの利用を図る
ために実施する事業の実施方針、内
容等（有料施設は除く）

○ 「やってみたい」をサポートする体制づくり（フレン
ズ制度の創設）に取り組むとともに、子育て支援サービス
の充実、年間を通じた園内全体の利用活性化や新しい生活
様式に応じた取組の展開、公園ナビステーションにおける
緑の普及啓発機能の強化や多様な講座の開催による緑の情
報発信などに取り組む。
〇　新型コロナウイルスの影響による新しい生活様式など
社会変化に対応し、地域団体等との協働によるイベント開
催や参加型イベントの充実により、多様化するニーズに
沿った事業を展開・公園が人々の交流の場となり、地域コ
ミュニティの活性化に貢献するとともに、広域からの集客
により地域振興にもつなげる。

〇これまでイベントや緑の相談などに協力してい
ただいている会社、ボランティア団体に加え、当
該年度には、新型コロナにより発表の場が失われ
てしまった地元児童の鼓笛バンド、フラダンス
サークルのイベントへの参加や、子育て支援を目
的とした団体による独自イベントの開催など、新
たに参加した団体もあり、活動の場を広げる取組
みを行った。
〇新型コロナウイルス感染拡大防止のため、スプ
リングフラワーフェスティバルなどの大規模イベ
ントを中止または規模縮小せざるを得なかった
が、感染対策を講じながら様々なイベントを実施
した。

今後も地域に根ざした多様な活動を支援
し、利用促進を図ってほしい。

○ ○ ○
月例報告
聞き取り

4

(2) 施設の維持管理

都市公園施設
及び植物の維
持管理業務の
実施方針

10 8

指定管理業務実施にあたっ
ての考え方、運営方針等

相模原公園

神奈川県公園協会・サカタのタネ・サカタのタネＧＳグループ

都市公園課（厚木土木事務所津久井治水センター）

令和４年４月１日～令和９年３月31日

(1)
基本姿勢及び
管理運営方針 5

Ⅰ

サ
ー

ビ
ス
の
向
上

指定期間

選 定 基 準 別 提 案 内 容 と 事 業 実 績 の 確 認

施 設 名

指定管理者名

施設所管課

審査（評価）の視点
(Ｃ)

提案内容
(Ｄ)

所管課による課題分析等
(Ｆ)

事業実績の確認方法
(Ｇ)

選定基準中項目
(Ａ)

その他

指定期間 令和４年度の事業実績
(Ｅ)

評価項目

利用促進のための取組、利
用者への対応、利用料金
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選定基準
大項目

小項目
(Ｂ)

配点
選定時の
評価点

実績報
告書

現地※

審査（評価）の視点
(Ｃ)

提案内容
(Ｄ)

所管課による課題分析等
(Ｆ)

事業実績の確認方法
(Ｇ)

選定基準中項目
(Ａ)

その他

指定期間 令和４年度の事業実績
(Ｅ)

評価項目

有料施設における利用者増及びサー
ビス向上に資する事業の実施方針、
内容

○　グリーンハウスを緑の情報発信機能を担う重要な施設
として、植物に興味がない人から高度な内容を求める人ま
で、それぞれが楽しみ、学べる多様なニーズに応じた展示
やプログラムを展開する。

グリーンハウスに緑の相談コーナー、緑に関連す
る書籍を置き、みどりについて学習できる環境を
整え、グリーンハウスの利用促進に努めた。
また、温室内の空調機器更新工事で閉館を余儀な
くされた期間においても、工事期間中に温室内で
伐採したタビビトノキや、見頃を迎えたヒスイカ
ズラを無料エリアに展示するなど、来園者を飽き
させない工夫を行った。

緑の情報発信を行う拠点として、利用者
の学びの場となる貴重な施設であること
から、多様なプログラムを実施するなど
引き続き利用促進を図ってほしい。

○ ○ ○ 月例報告

多くの利用を図るために行う広報・
情報発信の工夫等

○　効果的に広報を行うために、プログラムや届けたい情
報ごとに、ターゲットを明確に設定し、より適切な媒体を
活用する。各種メディアへの情報提供や交通事業者との連
携、ホームページやSNS等のWebの積極的活用など、クロス
メディアによる効果的な広報により、タイムリーな情報発
信を行う。

ホームページにおいて、基本的な情報を掲載する
ほか、Twitterや動画配信を通じて、各種イベン
ト、花の見頃、駐車場空き状況などの情報を適時
に発信した。

Twitterフォロワー数なども年々増加し
てきており、イベント時などに呼びかけ
を行うなど、情報発信ツールの更なる充
実を図ってほしい。

○ ○
月例報告
広報媒体等

公園の特性をより効果的に活かすた
めに行う自主事業の内容等

○　利用者の利便性の向上や更なる滞在促進のため、レス
トラン、売店、キッチンカーの運営、オリジナルグッズの
販売等を自主事業として行う。

売店において軽飲食の提供を行うとともに、イベ
ント時に併せ、地元の飲食業者を中心にキッチン
カー等による出店を行い、利用者の利便性向上を
図った。

今後も地域に根ざした多様な活動を支援
し、利用促進を図ってほしい。

○ ○ ○
月例報告
イベント企画
書

利用料金の設定、減免の考え方（有
料施設がある場合のみ）

○　グリーンハウスの利用促進と活性化を目指し、これま
でと同様に入場しやすい通年ワンコイン料金（100円）を
設定する。また、駐車場、自動販売機の料金設定について
は、民間も含めた同様の施設料金も考慮したうえで、公の
施設として相応の料金を設定する。

グリーンハウスの温室への入館料を引き続き通年
100円とし、温室内の植物をより広く楽しんでもら
うことができた。
また、建物の温室以外の部分では、休憩スペー
ス、緑の相談コーナーなどを気軽に利用できるよ
う引き続き無料開放し、約16万人の利用があっ
た。

提案内容のとおり実施されており、今後
も利用者サービスの向上に向けた取組を
継続していくことが望まれる。

○ ○ ○ 月例報告

接客や利用者との対話、公園利用
ルールの利用者への助言、指導等の
考え方

○　子どもから高齢者、障がい者、外国人等、誰もが安
心・安全・快適に公園を利用していただけるよう、スタッ
フ全員が、利用者との双方向コミュニケーションを重視し
たホスピタリティ溢れる接客をする。
○　、魅力ある景観づくり、特に花に力を入れていること
から、その日の花の情報を全職員が共有し、利用者の案内
を行う。
○　条例や規則等に規定された利用ルール以外に、利用者
間の調整等のために策定が必要なルールについては、利用
者や利用団体等から多様な意見を聴取し、県津久井治水セ
ンターとも協議したうえで、公平・公正な利用ルールを策
定する。

公園の基本情報、利用ルール、施設の利用案内、
花情報などを記載した利用案内の手引きを全職員
が携帯する取組みを推進した。

提案内容のとおり実施されており、今後
も継続していくことが望まれる。

○

サービス向上のために行う利用者
ニーズ・苦情の把握及びその内容の
事業等への反映の仕組み等

○　公園を利用されている利用者のみならず、これから公
園を利用する可能性のある潜在的利用者を含め、「①ニー
ズや苦情を的確に把握」「②分析」のうえ、「③運営を改
善」することで、「④利用者満足度の向上、新規利用者の
獲得」を図る。

利用者からの提案を基に、開花マップのリニュー
アル版のホームページへの掲載、チューリップの
品種紹介のグリーンハウスでの展示、花菖蒲の名
板にルビありのものに更新などを実施した。

提案内容のとおり実施されており、今後
も継続していくことが望まれる。

○ ○ ○ 月例報告

外国人、障がい者、高齢者等誰もが
円滑に施設利用するための、コミュ
ニケーションにおける工夫及び必要
に応じた支援の方針

○　外国の方への多言語での対応に取り組むほか、「とも
に生きる社会かながわ憲章」の趣旨を踏まえ、障がい者へ
の合理的配慮、高齢者への配慮、子育て世代が安全・快適
に利用できる環境を整え、ユニバーサルな対応を推進す
る。

ホームページの４ヶ国語対応や、点字パンフレッ
トの作成に向けた作業、災害時の備蓄用おむつ生
理用品の導入を進めた。

引き続き、多言語化や障がい者の利用環
境等について、発展させていくことが望
まれる。

○

神奈川県手話言語条例への対応

○　コミュニケーションボードの活用や筆談や大きな声で
対応する用意ができていることを示す「耳マーク」をパー
クセンターに掲示するほか、利用者への手話の普及啓発に
取り組む。

手話講習会を受講した職員による対応や、コミュ
ニケーションボード等による窓口案内ができるよ
うな環境を整えた。

提案内容のとおり実施されており、今後
も聴覚障害者への対応を継続していくこ
とが望まれる。

○

指定管理業務を行う際の公園の特性
を踏まえた事故防止等の取組内容

○　日常の事故防止においては、樹林地環境、多様な利用
者、施設老朽化等に起因して想定されるリスクに対し、不
利益を最小限におさえる「リスクマネジメント」の考え方
を取り入れ、リスク抽出、分析・対策立案、実行、再評価
により事故の未然防止を図る。

作業にあたって事故が起きた場合あるいは事故に
繋がる恐れのあった事案が生じた場合には、園長
及び主任以上で構成される会議で対応を検討し、
職員間で情報の共有を図るとともに、改善策を徹
底するよう現場職員に指導した。

改善策の周知・実践が早期に反映されて
おり、こうした取組みについて今後も継
続していくことが望まれる。

○ ○ 月例報告

樹林地の過密化や巨木化等に起因す
る災害を未然に防止する点検等の考
え方

○　本公園は開園から40年以上が経過しており、全体的に
樹木の成熟化・高木化が進んでいる状況を踏まえ、日常の
巡視において、園路沿いや広場付近など、来園者の安全確
保が重要な箇所を中心に、枯損木や枯れ枝の状況や病虫害
の状況を確認し、必要に応じて、県津久井治水センターと
協議しながら、伐採や病害虫防除等を速やかに行う。

巡視によってナラ枯れなどによる枯損木や枯れ枝
を発見した際には、利用者に被害が生じないよう
処置し、伐採については、県と協議しながら出来
る限り早く対応した。

提案内容のとおり実施されており、今後
も継続していくことが望まれる。

○ ○ ○ 月例報告

日常の事故防
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選定基準
大項目

小項目
(Ｂ)

配点
選定時の
評価点

実績報
告書

現地※

審査（評価）の視点
(Ｃ)

提案内容
(Ｄ)

所管課による課題分析等
(Ｆ)

事業実績の確認方法
(Ｇ)

選定基準中項目
(Ａ)

その他

指定期間 令和４年度の事業実績
(Ｅ)

評価項目

事故・不祥事等の緊急事態が発生し
た場合や安全管理の妨げとなりうる
事案を認知した際の対応方針（対応
方針には、利用者に外国人や障がい
者、高齢者が含まれていた場合を含
む）

○　事故・不祥事等の発生時には、人命を最優先として
「クライシスマネジメント」の考え方を取り入れ、被害の
最小化、二次被害防止、速やかな報告・情報共有、復旧等
事後対応、再発防止対策まで確実な業務フローにより対応
する。
○　事故発生時等における外国人等の対応についても、通
常の利用者対応と同様に、コミュニケーション方法や物理
的な配慮が必要です。このため安全管理上の配慮が必要な
ケースを想定した対応やコミュニケーションツールの活
用、救護スペース等の確保を図る。

事故発生時には、職員が現場で傷病者の応急処置
を行い、必要に応じて救急を要請する等の初期対
応を徹底した。また、事故後は再発防止会議を設
置し、原因究明及び再発防止策の検討を行い、結
果を公園職員に共有して、以降の管理業務に活か
した。

提案内容のとおり実施されており、今後
も継続していくことが望まれる。

○ ○ ○
月例報告
聞き取り

急病人等が生じた場合の対応
　救急救命士等の配置、救命に関す
る職員研修等

○　園内で急病人やけが人が生じた場合には、「安全管理
マニュアル」に従い迅速に対応する。職員が病人の状況を
把握した上で、病院や消防に連絡するほか、必要に応じて
心肺蘇生やＡＥＤの利用などの応急措置を施す。

園内で急病人やけが人が発生したとの通報があっ
た際には、状況を即時に把握し、応急処置や救急
の要請などを速やかに行い、適切に対応した。

提案内容のとおり実施されており、今後
も継続していくことが望まれる。

○ ○
月例報告
聞き取り

新型コロナウイルス等の感染症に対
する対応方針

○　新型コロナへの対応については、「施設の管理・運営
における対策徹底による利用者の感染防止」はもとより、
「利用者や周辺住民の理解促進」「職員の感染防止」を感
染防止対策の柱として、感染防止の徹底を図りつつ、健康
増進と憩いの場としての公園の管理運営を行う。

作成したガイドラインに基づき、職員の感染防止
対策や感染防止を徹底するための各施設の管理な
どを適切に行った。
また、開催したイベントについては、規模を縮小
するなどして、必要な感染防止対策を行い、参加
者への感染対策の周知徹底を図った。

提案内容のとおり実施されており、新型
コロナウイルスの感染が収束するまでの
間は、継続していくことが望まれる。

○ ○ ○
月例報告
イベント企画
書

異常気象（大雨、台風、熱中症ア
ラート等）への対応方針（事前、初
動、発生時、応急復旧時）

○　大雨や洪水、台風などの風水害に対しては、事前の備
え、初動から発生時、解除後の応急復旧・報告の各段階を
タイムラインに沿って、迅速かつ適切に対応する。

概ね事業計画のとおり実施した。
・グループ代表が作成した災害対策活動指針のほ
か、台風接近時のタイムラインを作成、共有し、
事前に備える体制を築いている。

適切に安全管理がなされており、今後も
継続して、異常気象に備える体制を共有
することが望ましい。

○

公園の「震災時対応の考え方」に示
す初動体制等への対応

○　大規模地震発生時には県が示す「震災時対応の考え
方」やグループ代表が整理したタイムライン等に沿って迅
速かつ確実な対応を行う。勤務時間外の参集にあたって
は、本公園勤務の有無に関わらず、グループ代表本部や公
園近くに居住する職員が参集することで、発生後30分以内
を目標に参集したスタッフによる初動対応を図る。

概ね事業計画のとおり実施した。
・グループ代表本部職員や公園近くに居住する職
員が公園に参集する訓練を年度内に１回実施し
た。

提案内容のとおり実施されており、今後
も継続して、訓練を実施していくことが
望まれる。

○

大規模災害発生時の公園の特性、立
地状況等に応じた災害対応の考え方
（地域との連携、防災訓練、災害発
生時の協力等）

○　月１回の震災時のパトロールコース点検時には、公園
のハザードマップをもとに、重点的な点検箇所を中心にパ
トロールするなど、優先順位をつけた迅速な対応ができる
よう日頃から訓練し、備えを万全にする。
○　大規模災害発生時の広域避難場所である相模原公園か
ら周辺小中学校等の避難所への誘導方法や、帰宅困難者の
受け入れ態勢について、事前に相模原市及び近隣施設と調
整するなど協力体制を確立するとともに、近隣施設と協働
で防災訓練を行う。

防災訓練について、当該年度は県のシェイクアウ
トが実施されなかったため、近隣で実施予定の
あった座間市のシェイクアウトに参加し、機器の
操作方法、緊急連絡網、避難経路の確認などを
行った。

提案内容のとおり実施されており、今後
も地震時の防災訓練を継続していくこと
が望まれる。

○ ○ 月例報告

多様な主体（地域人材、自治会、関
係機関）との連携、協力体制の構築
等の取組内容

○　近隣の公共施設や大学、地域の団体や人材、関係機関
との連携・協力の体制を構築し、県民や地域が主体的に公
園の魅力向上・活性化に携われる仕組みづくりを行い、公
園が緑の人材育成、地域雇用の創出、市民活動、地域活性
化の拠点となることを目指す。また、医療関係団体と連携
し、リハビリのための作業や園芸療法などに取り組む。

市立麻溝公園などと共同で公園だよりを作成した
り、鉄道、バス事業者と連携して広報、広告の掲
載を行うなど、関係機関と連携した取組みを実施
した。
また、地域の多様な団体と連携して大小様々なイ
ベントを実施し、公園の魅力向上を図るととも
に、地域活性化に貢献した。

提案内容のとおり実施されており、今後
も継続していくことが望まれる。

○ ○ 月例報告

ボランティア団体等の育成・連携、
協働の取組内容

○　現在49団体のボランティア団体が活動しており、これ
らの活動をより一層促進するため、活動に必要な資材の提
供、広報や情報提供等を行い、活動の促進を図る。

花壇等の管理やグリーンハウス内の展示、研修室
での各種教室、近隣施設などで組織されるイベン
ト協力会やボランティア団体と連携し他イベント
の開催、ドッグランの運営、樹木管理に関する調
査及び助言など、多様な人材が関わり活動する場
となった。

イベントや管理運営において、地域を中
心として多様な団体と連携しており、今
後も継続していくことが望まれる。

○ ○ 月例報告

周辺施設（他の公園・施設等）との
交流・連携の内容

○　大規模イベント時にあわせた「近隣施設スタンプラ
リー」の実施や、管理上の必要から株分けしたハナショウ
ブ株の提供、「花とみどりのフォトコンテスト」の開催等
を行う。

市立麻溝公園、相模原ギオンスタジアム、市民健
康文化センター、女子美術大学などで組織される
麻溝地区近隣施設協議会の各団体と連携し、公園
だよりを毎月発行したほか、合同での環境美化活
動、自転車運転マナーアップ啓発活動などを実施
した。

提案内容のとおり実施されており、今後
も近隣施設と連携し、情報発信の取組を
継続していくことが望まれる。

○ ○ 月例報告

地元企業への業務委託等による迅速
かつきめ細かいサービスの提供に向
けた取組内容

○　地域雇用の確保、社会的ニーズへの対応といった観点
から、シルバー人材センター等の地元非営利団体にも継続
的に業務委託することにより地域経済への貢献や地域との
連携強化を図る。
○　障害者就労施設への積極的な委託により、障害者の自
立支援に引き続き取り組む。

業務委託については、専門的な知識、技術を必要
とする業務については、園内の施設等を熟知した
地域企業等へ発注するとともに、シルバーセン
ターや社会福祉法人等に継続的に除草、清掃作業
等を委託し、地域雇用や障がい者の自立を支援し
ている。

提案内容のとおり実施されており、今後
も障がい者自立支援の取組等、継続して
いくことが望まれる。

○ ○ 月例報告
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選定基準
大項目

小項目
(Ｂ)

配点
選定時の
評価点

実績報
告書

現地※

審査（評価）の視点
(Ｃ)

提案内容
(Ｄ)

所管課による課題分析等
(Ｆ)

事業実績の確認方法
(Ｇ)

選定基準中項目
(Ａ)

その他

指定期間 令和４年度の事業実績
(Ｅ)

評価項目

指定管理業務を実施するために必要
な団体等の企業倫理・諸規程の整
備、施設設備の維持管理に関する法
規や労働関係法規などの法令遵守の
徹底に向けた取組の状況（労働条件
審査の実施予定など施設職員に係る
労働条件の確認の有無を含む）

○　諸規定類を整備し、法令遵守の徹底に取り組むととも
に、施設設備の維持管理に関する法規についても、研修や
講習会の受講、資格取得等を通じて理解を深め、安全な公
園管理運営を図る。
○　労働基準法等の労働関係法規に基づき、就業に関する
規程を整備しており、これらを適切に運用し安全で快適な
労働環境を確保する。

文書管理規程や個人情報保護などの諸規定を整備
し、それらを遵守するとともに、施設の維持管理
にあたっては、各設備に関係する法定点検等の内
容などについて、研修や講習会の受講、資格取得
等を通じて理解を深めた。

提案内容のとおり実施されており、今後
も法令順守の徹底に取組と併せて、研修
等の充実を図ることも継続していくこと
が望まれる。

○ ○ 規程等

指定管理業務を行う際の環境への配
慮の状況

○　SDGsでは、経済、社会、環境の三側面の調和が重要と
されており、この認識も踏まえて環境分野の目標達成に向
けて取り組む。

環境負荷軽減や循環型社会の実現を目指す取組み
として、事務所等の省エネや、EV車の活用、アイ
ドリングストップの呼びかけ、グリーン購入など
を実施した。
また、自然環境保全の取組みとして、メリケント
キンソウ等の外来種の防除などを行うほか、環境
学習の場として、ボランティア等による自然観察
会、大学等と連携した環境教育を実施した。

提案内容のとおり実施されており、今後
も環境配慮の取組を継続していくことが
望まれる。

○ ○ 月例報告

法定雇用率の達成状況等、障害者雇
用促進の考え方と実績

○　障害者雇用状況については、全ての構成法人が法定雇
用率を達成している。

事業計画のとおり実施した。
・障害者就労の機会の提供や障がい者雇用を行う
企業等への積極的な発注を行った。

提案内容のとおり実施されており、今後
も法定雇用率の達成や、障がい者支援の
取組を継続していくことが望まれる。

○

障害者差別解消法に基づく合理的配
慮など、「ともに生きる社会かなが
わ憲章」の主旨を踏まえた取組

○　障害者差別解消法及び「ともに生きる社会かながわ憲
章」の制定主旨を踏まえ、合理的配慮の提供や広報啓発・
研修等に取り組んでいる。

足が不自由な方のために、公園管理事務所及びグ
リーンハウスでの車椅子の貸出対応、車椅子使用
者の目線を意識した花壇の整備などを行った。
そのほか、点字パンフレット作成に向けた準備、
筆談など環境を整えるなど、障がいの状況に応じ
た対応ができるよう取組みを進めている。

提案内容のとおり実施されており、今後
も障がい者が安心して利用できるよう各
取組を継続していくことが望まれる。

○ ○ 聞き取り

神奈川県手話言語条例への対応
○　聴覚障がい者の方の安心安全な公園の利用環境を確保
するために、意思疎通、情報取得のための重要な手段であ
る手話を使いやすい環境づくりに努める。

手話講習会を受講した職員による対応や、コミュ
ニケーションボード等による窓口案内のほか、
ホームページ、メール、SNSによる問合せ手段を用
意している。

提案内容のとおり実施されており、今後
も聴覚障がい者への対応を継続していく
ことが望まれる。

○

社会貢献活動等、ＣＳＲの考え方と
実績、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目
標）への取組

○　以下について、取り組む。
・すべての人が安全安心にすごせる公園管理
・防災拠点としての公園管理
・生物多様性の保全
・県民の健康増進のための取組
・地球環境に配慮した公園管理の実践
・学びの場としての公園
・地域との協働による公園管理

グループ企業の理念に基づき、自然環境への配
慮、県民の健康増進、様々な活動を通じた学びの
場の提供など、事業運営を通じ、社会貢献に資す
る活動を行っている。

提案内容のとおり適切に運営しており、
引き続き継続されることが望まれる。

○

募集開始の日から起算して過去３年
間の重大な事故または不祥事の有無
ならびに重大な事故等があった場合
の対応状況及び再発防止策構築状況

○　過去３年間の重大な事故・不祥事はない。
当該年度に重大な事故や不祥事はなく、適切に業
務を実施している。

提案内容のとおり適切に運営しており、
引き続き、重大な事故や不祥事なく、継
続されることが望まれる。

○ ○ 月例報告

個人情報保護についての方針・体
制、職員に対する教育・研修体制及
び個人情報の取扱いの状況

○　公園利用者からの信頼を得るためには、利用者等の個
人情報を適切に管理することが必要不可欠であるとの認識
のもと、「個人情報保護方針」を公表し、諸規程の整備や
職員に対する研修の実施により、個人情報の適正な保護に
取り組む。

策定、公表されている個人情報保護方針及び取扱
いのガイドラインに基づき、個人情報の管理責任
を明確し、個人情報保護に取り組んでいる。

提案内容のとおり実施されており、今後
も個人情報の適正かつ確実な管理を継続
していくことが望まれる。

○ ○ 指針等
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※「事業実績の確認方法(Ｇ)」欄のうちの「現地」の欄は、「指定期間 令和４年度の事業実績（Ｅ）」欄の実績を現地で確認したことを示すもの。



サカタのタネ　グリーンハウス 水無月園（花しょうぶ園）

（写真③） （写真④）

芝生広場 フランス式庭園

（写真①） （写真②）

選定基準別提案内容と事業実績の確認
（施　設　写　真）

施 設 名 相模原公園

指定管理者名 神奈川県公園協会・サカタのタネ・サカタのタネＧＳグループ

指定期間 令和４年４月１日～令和９年３月31日

施設所管課 都市公園課（厚木土木事務所津久井治水センター）

※施設の概要が分かる写真を３～４枚程度掲載
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